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  振動規制法第8条第1項の規定により、
特定施設の種類及び能力ごとの数
特 定 施 設 の 使 用 の 方 法

の変更につい 

て次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場
の名称 

○○株式会社 
○○工場 

※ 整 理 番 号   

工場又は事業場
の所在地 

千歳市○○町○丁目○－

○○ 
※ 受 理 年 月 日 年  月  日 

  

※ 施 設 番 号   

※ 審 査 結 果   

※ 備 考   

特定施設の種類 型式 公称能力 
数 使 用 開 始 時 刻 使 用 終 了 時 刻 

変更
前 

変更
後 

変更前 
(時・分) 

変更後 
(時・分) 

変更前 
(時・分) 

変更後 
(時・分) 

1 ロ 機械プレ

ス 
○○ 294kN  1  1 8:30 9:00 17:00 17:30 

２ 圧縮機 ○○ 15kN  3  0 8:30 ― 17:00 ― 

７ 印刷機械 ○○ 15kW  0  1 ― 9:00 ― 17:30 

 備考 1 特定施設の種類及び能力ごとの数又は特定施設の使用の方法に変更がある場

合であつても、振動規制法第8条第1項ただし書の規定により届出を要しないこと

とされるときは、当該特定施設の種類については、記載しないこと。 

    2 特定施設の種類の欄には、振動規制法施行令別表第1に掲げる号番号及びイ、

ロ、ハ等の細分があるときはその記号並びに名称を記載すること。 

    3 ※印の欄には、記載しないこと。 

    4 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

振動防止法施行令

別表第１で定めら

れている種類及び

番号を記載してく

ださい。 

押印は不要です。 

カタログに掲載されて

いる数値を記載し、単

位も付記してくださ

い。 

変更前後の数を記載し

てください（記載例は

既存の機械プレスは継

続使用するが、圧縮機

を廃止し、印刷機械を

新たに設置する場合） 

変更前後の使用開始・

終了時刻を記載してく

ださい。 

変更が無ければ「変更

無し」と記載してくだ

さい。 


